
幼児期の学校教育・保育の充実 【幼保支援課】

1 教育・保育施設の需給の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※０歳児については、途中入所が多いため、年度当初の人数は計画値を大きく下回っているが、年度末には計画値と大きな差がない状況

Ｒ３計画値（中間見直し後） Ｒ３実績値（4/1時点） Ｒ４計画値

量の見込み 確保方策 ニーズ量 確保方策 量の見込み 確保方策

 １号認定 2,083 3,383 1,913 3,149 1,987 3,232

 ２号認定 12,118 14,674 12,461 14,246 11,778 14,744

 ３号認定（1･2歳児） 7,346 8,129 7,134 8,010 7,314 8,161

 ３号認定（0歳児） 1,961 2,155 828(※) 2,144 1,942 2,185

2 認定こども園の推移

　

 類型別
Ｈ30年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

計画 実績 計画 4/1時点 計画 4/1時点 計画 4/1時点 計画 4/1時点

 幼保連携型
 認定こども園

15 13 15 15 15 15 18 17 19 18

 幼稚園型
 認定こども園

14 13 14 13 12 12 13 13 13 14

 保育所型
 認定こども園

6 6 6 6 6 6 ５ 5 ５ 5

 地方裁量型
 認定こども園

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

    合計 37 34 37 36 35 35 38 37 39 39

3 保育士・幼稚園教諭・保育教諭等の人材確保と資質の向上

■特定教育・保育施設における保育教諭・保育士・幼稚園教諭の必要数　　　■教育センターが実施するステージ別研修の参加率
　 と配置数　　 　 　　　

• 就学前児童の保育所・幼稚園等への入所率は、
R3.4.1時点で81.5%となっている。

• 年度途中の特に低年齢の入所ニーズに応えて
いく必要がある。

・認定こども園の設置については、
 計画通りに進んでいる。

・保護者の就労等の状況によらず、
 また、教育・保育のニーズに柔軟に
 対応できる認定こども園の設置を
 引き続き推進していく。

Ｒ３年度
必要数

Ｒ３年度
配置数

Ｒ４年度
必要数

 保育教諭 417 332 459

 保育士 4,081 4,063 4,072

 幼稚園教諭 364 356 357

   計 4,862 4,751 4,888

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

 所長・園長研修 65.0% 69.0％ 75.1％

 主任・教頭研修 67.0% 74.5％ 75.8％

 基礎研修 55.6% 50.0％ 47.0％

・保育士、幼稚園教諭は必要数をや
 や下回るもののほぼ計画どおりの
 配置となっている。保育教諭の配
 置数は必要数を下回っている。

・保育者のキャリアステージ別研修
 への参加率は年々上昇している。
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